

















ト教圏やイスラム教圏では、 日本における道徳にあたるような性質のものは神と 契約 よって成立するものであり、日常の生活規範は、それらの宗教に大きく依存している。　
しかし、日本においてはそのようなものを見出しづら 状況にある。例えば、日本において、信仰する宗教は何か




































何か」という質問をよく受けました。わたしが、 「別にない。日本には神道や仏教など伝統的な宗教があり、宗教が全くな わけではないが、わたしには特別あるわけではない」と答えると、みん 目を丸くして驚くのです。そして、 「日本にはあなたのよう 宗教がない人が大勢 るのか」と聞くので、うっかり「大部分の日本人は事実上無宗教、いわば無神論者だ」と答えると、なお驚いて、 「子弟の教育はどうするの 、何もなくてしつけ できないだろ 、困らないのか」と必ず言われました。そうすると、こちらはぐっと詰まるわけです。　
西洋人の素朴な確信として、宗教はキリスト教だと信じて疑わないところがあります。したがってキリス
ト教以外の異教徒でもしょう ないのですが、日本人には信仰がないと言うと、あちらではえらい騒ぎになるわけです。昔は欧州諸国の入国審査のときに「宗教」という欄 ありましたね れに「無神論者（
atheo ） 」













徳性を形成していく過程が事例を交えて描かれている。この冊子によると、人間は生まれたときには道徳性を持っていないが、 「他者と共にあり、他者に合わせようとする、他者と 基本的な信頼関係を求める欲求は初めからもっている。この対人的な志向性は、人とし の基本的な信頼関係と密接に関連している。 」と述べている。乳幼児が道徳性を獲得していく過程で最も重要なものは養育者と 信頼関係であり、自らの内面に自然と備わっ 「基本的な信頼関係を求める欲求」によって道徳性 獲得される しているの る。　
この冊子では、信頼関係が道徳性を獲得するための大きな要素としてあげられ い が、日本においては、人間相





本人は結果的にそれを受け入れている。世界の三大宗教といえば、仏教、キリスト教、イスラム教が挙げられるが、現在、日本に根付いていると言えるのは仏教ぐらいのもので、キリスト教の信者は全人口の１％程度であると言われているし イスラム教に至っては、まったくといってよいほど受け入れていない。結婚式をキリ ト教の形式で挙げる人は多いが、それは、キリスト教の信者であ からではなく、宗教的文化の面だけを受け入れているにすぎない場合がほとんどである。　
歴史的にみれば、江戸時代初期のキリスト教に対する弾圧以降、特に、第二次世界大戦後の日本においては、宗教















































は、一般的な日本人の宗教に関する見解として特に違和感を感じる面はない。先に 色摩が海外において自らの宗教を聴かれたときに、 「別にない。日本には神道や仏 など伝統的な宗教があり 宗教が全くないわけではないが、わたしには特別あるわけではな 」 答えたという事例を挙げたが 日本国内で れば、そう答えることでそれを聴いた日本人は逆に安心するの かとすら思われる。それは ぜか なぜ らそれこそが山本の言う「日本教」の信者としての反応だからである。日本 お ては、神による規範 存在しないが 世間共通のコンセンサスによる規範は存在する。自分の 特定の宗教を信じてい わけではないということの表 は、自分 世間共通のコ センサスによる道徳観によって生きていますと うことの表明なの あ よって、そ ことを表明する で、お互いがどのような道徳観、価値観 よっ 生活して るかが確認できるのであ 。　
それに対して、海外における自らの信仰の表明は、例えば 分は仏 の規範に添って生きていますとか、キリス
ト教の規範 基づいて生きていますということの表明であるため、相手 、仏教を信仰して るのであれば基本的にこのような考え方で生活してい のだな、キリスト教を信仰し のであればこ よ 価値観 持ってい だなということがある程度わかるわけである。よって、そ 人とどのようにつき え よいかが推察できる。
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使われてい 若者たちにとっても人間関係を形成するうえで、お互いが醸し出すその場の「空気」は、物事を決める上での重要な要因になって るのであ 。このよう 現象を垣間見ても日本人相互のコンセンサスは、お互いのその場における「空気を読む」ことによっ 形成されてい と考えて良いであろう。　
また、 「空気を読む」ためには 周囲の人々 精神状態に敏感でなければならない 子どもたちは幼い頃から「お
もいやり」を持って行動するように教育される。辞書によ ば、 「おもいやり」とは「人 身になって心を配り、いたわること。また、そ 気持
ち（８）
。 」とある。相手の立場になって考えることができるような心を持つことが思いやり















道徳性」と「自律的な道徳性」の両方によって育まれ ければ ら いので 。 「 律的な道徳性」と 、自らが良いか悪いかを自分の頭で考えることで自分の行動をコントロールして ける道徳性のことであ　
当初は、 「他律的な道徳性」が大半を占めている場合であっても、日々 生活や遊びを通して、なぜそ 行為をし
てはならないのかという 経験的に学んでいくこ になる。怒ら たか 悪 とい 捉え方から、ルールを守らなければお互 が仲良く遊べないから悪いのだ いうような捉え方に変化して のであ 。ルールの必要性を充分
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道というものを見いだし、どのような道であろうと それを究めていくことで人格が形成されていく だという考え方を持っている。すなわち「自律的 道徳性」を重視する面が大変に強 のである。先の文部科学省の冊子にお ても、 「他律的な道徳性」から な への移行が強く意識されている 感じられる。　
他人に対し思いやりを持ち、自ら しっかりと特定 道を究めら ように精進する。また、それに伴い自らを内
幼児期の道徳性の形成と仏教保育
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仏教が一神教と 大きくその宗 的性質を異にして るという点に起因する。　
先に論じてきたように、一神教においては、 他 が神という存在 よって担保される。それを、仏




己の外に悟った者として想定することも可能であるし、自らの心を仏として想定することも可能である。よって、自己の外側に仏を想定することもでき し、自己の内側に仏を想定することもできる。そうなると仏を媒介にして「他律的な道徳性」を「自律的な道徳性」に転換することが可能になる。すなわち、 「他律的な道徳性」＝神＝（転換）＝仏＝「自律的な道徳性」という図式が可能にな のである。　
文部科学省の冊子においては、 「他律的道徳性」とは親や周囲の大人からいわれることに従おうとすることで生じ




法を拠り所としていくという考え方がある。よって、これを道徳性についての議論と結び合わせると、仏という対象を自分の外に想定 、その教えである法を 他 して規定すれば、法を拠り所としてい 自分を寄りどころとする「自律的な道徳性」に するという図式が成り立つ ことにな のである よって、議論の帰結として、 日本人の道徳性にお ては、 「他律的な道徳性」 ＝ という図式が成り立つというこ になる。　
仏教保育においては、 「ののさまは、口では何にもいわないが、あなたのしたこと知っている。 」というフレーズの













め、それらに気づいていない場合が多い。仏教 育と う科目についても、初期 段階では、保育と仏教がどのように関係しているのかと うことについて疑念を抱き、学校が設定した必修科目であるため履修したに過ぎないという学生がほとんどである。　
したがって、まず、保育と仏教は「いのち」というキーワードでつながっていることを説明し、長い歴史を通じ






















常識を醸成していくことで暗黙の規範を形成する。 」という過程を踏んで行われる。　（２）子どもの道徳性の芽生えには、 「他律的な道徳性」と「自律的な道徳性」という要素がある。 「他律的な道徳性」とは、大人から与えられる規正によって担保される。神に対する信仰を持っている者には、大人への従順な信頼感が消失した後も、神によっ それが担保される。　ただし、 日本人は、 元来、 「他律的な道徳性」よりも、 「自律的な道徳性」を好む傾向が強く、 よって、 「他律的な道徳性」
が神のような絶対者によって担保されなくても「自律的な道徳性」を強めていくことで道徳性を保っていけるような文化を形成している。　（３）一神教によって成立する「他律的な道徳性」について 神を仏に置き換えると、 「他律的な道徳性」を「自律的な道徳性」へと転換することが可能 なる。よって、自分の外に存在する仏 く意識することは、同時に自分の内面に存在する仏を強く意識することになり、その結果として がより強く発揮されると考えることができる。　（４）これらのことを含む仏教のさまざまな思想を仏教保育の根本原理とし その理念に添って仏教保育を行うことで幼児の道徳性の形成が促進されると考えることができる。また、保育者が仏教思想に関する知識を持つことは、保育の原理を身につける上で非常に有用なことであると結論づけること できる。　【注記】
　
（１）Ｉ・ベンダサン『日本教徒』 、文藝春秋、一九九七年、二〇八頁～二〇九頁。（２）小室直樹・色摩力夫 人にはなぜ教育が必要なのか』 、総合法令、一九九七年、五二頁～五三頁。
― 214 ―
（３）同書、五二頁～五三頁。（４）文部科学省『幼稚園における道徳性の芽生えを培うための事例集』 、ひかりのくに株式会社、二〇〇一年。（５）小室直樹『日本人のための宗教原論』 、徳間書店、二〇〇〇年、三五一頁（６） 。同書、一九頁。（６）同書、三五七頁～三 八 。（７）山本七平『 「空気」の研究』 （文藝春秋、一九九七年） 参照。（８）松村明他『旺文社
　
国語辞典
　
第九版』一九九八年（二〇〇四年重版）による。
（９）文部科学省、前掲書、 頁を参照。（
１０）櫻井秀雄・大山興隆他『仏教概論』 （曹洞宗宗務庁、一九九二年）三二頁を参照。
